
氏名 三 宅 久 雄

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

① 真教寺蔵阿弥陀
如来像、地蔵院
蔵観音・勢至菩
薩像

単

① 東大寺戒壇院と
正倉院宝物

単

① 論点　宝物の技
術、文化を伝承

単

② 仏像を訪ねて 単 奈良新聞

2007年10月

2007年7月から
2008年3月まで月

１回連載

ザ・グレイト ブッ
ダ・シンポジウム

2007年12月

国華13392007年5月

読売新聞

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

①奈良県奈良市円証寺所蔵仏像調査
②奈良県天理市長楽寺所蔵仏像調査
③三重県津市専修寺所蔵仏像調査
④京都府京都市東福寺所蔵仏像調査
⑤奈良県奈良市薬師寺所蔵仏像調査（於 奈良国立博物館修理所）

　2005年度から破損した木造四天王立像４体について、美術史的、保存科学的調査を実施してい
る。これは文化財の歴史的位置づけにはじまり、修復完成に至るまでのすべてを実践的に体験学習
することを目標としている。
　今年度は各像、各部に使用された木材材質の調査、樹種分析（委託）を実施し、それらの結果に
ついての検討を行った。

文化庁文化審議会専門委員　　奈良県文化財保護審議会委員　　正倉院伎楽面修理委員会委員
平等院国宝修理委員会委員　　公開講座２回（９月奈良大学文化講座、１０月湖南市甲西図書館講
座）
報道インタビュー１回（朝日新聞社）

博物館長  人事委員会委員  学生指導委員会委員  企画委員会委員

概　　　　　　　要

（その他）

（学会発表）

最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

美術史学会、文化財保存修復学会

古代・中世における新様式形成と中国美術の受容

1975年３月神戸大学大学院文学研究科芸術学芸術史専攻修士課程修了

文学修士

仏教美術史

正倉院事務所開設６０年を迎えて、
その活動をふり返り、意義を述べ
た。
東大寺、薬師寺、聖林寺ほかの著名
な仏像を毎回１点とりあげて紹介。

各像の技法・様式・制作背景を明ら
かにし、快慶工房作品の栃木に存在
する意味について論じた。pp.41-45

天平創建の戒壇院を、正倉院宝物か
ら美術史的に復元し、その特質を明
らかにした。


